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ペアレントメンター養成と  
地域活動

愛知県自閉症協会

加藤
 

香



今日のお話

• ペアレントメンターとは

• 愛知のペアレントメンター活動

• ペアレントメンター活動の進め方
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ペアレントメンターとは・・・

• メンター（ｍｅｎｔｏｒ）とは「信頼のおける相談相手」という意味
 です。

• 現在、欧米では親自身が診断を受けたばかりの子どもの親
 や、さまざまな子育ての疑問を持つ親に対して話を聞いたり、

 情報提供を行ったりして活動しています。

• もちろん親は専門家ではありませんから、自分の体験にない
 ことや難しい相談を受けることはできません。しかし同じ親と

 して話を聞くことや共感することはできます。

• こうした相談活動は発達障害の診断、支援が広がっていく中
 で、今後ますます必要となってきます。
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メンターの活動は・・・

• 経験から得た知識を参加者に伝えることができる

• 同じ障害児を育てている親として共感でき、寄り添う

• HPや広報にない「口コミ情報」を親に伝える

• 育ててきた経験を話すことで、将来の見通しがたつ
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ペアレントメンター養成の歴史
2005 
年度

日本自閉症協会主催（日本財団助成）

ベーシックコース新設

 
2回 60名

2006 
年度

ベーシックコース

 
3回

フォローアップコース新設

 
2回

80名
58名

2007 
年度

ベーシックコース

 
3回

フォローアップコース

 
1回

サポートブックリーダー養成コース新設

 
1回

92名
48名
47名

2008 
年度

モデル事業開始

 
２地域（鳥取・旭川）

ベーシックコース

 
4回

フォローアップコース

 
4回

サポートブックリーダー養成コース

 
4回

167名
69名
94名

2009 
年度

各県にて独自開催が広がる

2010 
年度

厚生労働省による施策化

計399名養成

うち

ﾌｫﾛｰ修了200名

ｻﾎﾟﾌﾞ修了116名

ここまでで
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各地区でのひろがり

【兵庫県】
 

ひょうご発達障害者支援センタークローバーでの取組み

【愛知県】
 

親の会の事業として2005年より開始

【鳥取県】
 

協会電話相談
 

ピアカウンセリング

ペアレントトレーニングへの参加

【広島市】
 

市主催のグループ相談に複数の親の会のメンターが参加

【三重県】
 

親の会の事業として2008年より開催

【東京都】
 

会主催の研修会

【山口県】
 

NPOでの作成研修会開催

【埼玉県】
 

サポートブックフォーマットの作成

【奈良県】
 

助成金による会主催の研修会（基礎・支援者・ﾘｰﾀﾞｰ養成）

地区の特性に合わせて徐々に展開しつつある

静岡市、宇都宮市、神戸市など自治体でリソースやサポブを作成して
 いるところもでてきている
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愛知県のペアレントメンター

• 愛知県のベーシック修了者４６名
（平成２２年度１０月末現在）

愛知県自閉症協会
 

37名
（高機能部

 
11名）

（父親部
 

4名）

あいちLD親の会
 

かたつむり
 

7名
アスペ・エルデの会

 
1名

えじそんくらぶ
 

なごや親の会
 

1名
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①直接活動
・電話相談、地域での茶話会など

②地域での活動（小集団活動）
・サポートブック作成会
・家族支援プログラム（疑似体験・ピアカウンセリング）

③啓発・研修活動
・行政の研修、大学などでの講義・講演
・障害特性の説明・擬似体験など
・ペアレントメンター研修への協力

④応用研修、事例検討会
・実践を踏まえた新しい研修

愛知県自閉症協会の
 

ペアレントメンター事業
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地域活動

直接活動

啓発・研修活動

電話相談など
サポートブック作成会
家族支援プログラム

講演、疑似体験活動
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①直接活動

• 茶話会
・支援部、高機能部での行事として

・地域限定の活動として

• 電話相談・個別面談
・当会では特に窓口を設けていません。

・専用回線はないが、相談電話はかかってくる
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②地域活動

• 家族支援プログラム（あいち発達障害者支援センター）

・平成20年度～平成23年度で13回：185名参加

• サポートブック作成研修
・平成17年度より事業開始

・平成23年度末で参加者数が述べ2200名になる予定

• グループ相談会(名古屋市発達障害者支援センター）

・平成23年度より事業開始（9月より毎月開催）
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家族支援プログラム  
参加者アンケート

満足度

満足

やや満足

普通

やや不満

不満

今後参加したいか
参加したい

どちらかという
と参加したい

どちらでもよい

どちらかという
と参加したくな
い
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③啓発・研修活動

活 動 内 容 回 数 延べ派遣人数

保育士研修 3回 15名

行政窓口職員研修 ２回 8名

相談事業従事者研修 1回 10名

その他派遣 ７回 18名

外部講演など
（大学・行政セミナー）

２回 4名

2011年度派遣実績
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④応用研修、事例検討会

• メンター同士顔をあわせての情報交換

• お互いを認め合う時間

• さらなるスキルアップ
– 後輩の支援も
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応用研修・事例検討

2009年度 応用研修 I
①地域リソースの活用法

②相談に行き詰ったときの解消法について

事例検討会
 

1回
2010年度 応用研修 II

①学校との関係について

②身体医療との付き合い方

事例検討会
 

3回
2011年度 応用研修 III

①活動を続けていくために

②成年後見について

事例検討会
 

4回
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コーディネーターとして
 

現在行っている主な業務

• ペアレントメンターの基礎情報の管理

• 派遣事業へのメンターの配置

• 相談活動の集計およびフィードバック

• 継続している相談への対応、メンターへのス
 トレスマネージメント

• ペアレントメンター研修（事例検討・アドバンス
 研修）の企画・運営
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メンター通信として発信（フィードバック）
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• 愛知のペアレントメンター活動

• ペアレントメンター活動の進め方
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地域に根付いた活動にしていくには

１．地盤調査

２．新規養成

３．通信整理、情報把握

４．地域のリソースの集約

５．活動依頼の集約、活動希望の調整

６．活動開始、後方支援

７．活動および相談の集約

８．メンターへのフィードバック、外部との調整

９．定期的な事例検討会、研修

10．行政、各機関との連絡・調整
地域にあった速度

 で、進めていくこと

 が理想



22

事業展開の例

2年目
・メンター候補生の選定(要団体推薦）
・地域の支援者の確保
・行政、支援センター、親の会との連携
・新規養成研修
・連絡方法の調査、集約
・ペアレントメンター情報のデータ化

3年目
・リソース作成（報告フォーム作成）
・活動依頼の把握、スケジュール調整
・活動参加意向調査、マッチング
・活動（後方支援）
・活動報告提出（集計・評価）
・フィードバック
・活動の見直し

4年目
・事例検討会、事後研修
・外部への啓発活動
・外部との調整
・ペアレントメンターへの定期的な調査
（活動が負担になっていないか、希望の活動は何か）

５年目
・地元にあった活動の検討
・新規メンター養成の準備

一年に一回はチーム（スーパー

 
バーザー・行政・発達障害者支援

 
センター・親の会で構成が理想）

 
での連絡会を開催して足並みをそ

 
ろえる

1年目
・地元にある家族支援はなにか
・地元の親活動でどんなことをしているか
・その中で、親が担うこと・専門機関が行うことを選別



養成を始める前に

• 候補者の選び方

– 親の会での活動経験・会からの推薦

– 倫理的配慮

– 候補者への事前説明

• 養成後の活動方針

– 活動の場の確保

– 支援態勢の整備

• 養成研修への地域の行政機関、専門家の関与をきっ
 かけに
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事業を長く保つために

• メンターの研修・ピアサポート

– 継続した研修の企画

– メンター同士が顔を合わせる機会を

• 役割を明確に

– 親以上の能力を求めないこと

• バランスのよい活動

– 活動時期が集中したり、特定の人に負担がかか
 らないように

– コーディネーターの配置を
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今後の課題

• 各ライフステージにおいてまんべんなく支援の供給が
 できるように、活発化させることが理想的

– 養成研修の継続的実施

• 活動に関して負担になる項目についての支援が必要
• 時間的負担

• 経済的負担

• 心理的負担

– 地域の行政機関、専門家の理解、支援を

• 支援者向け研修の実施も
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